












































































































































































































































































































































































































































































〇 △ ▲ は い ず れ も 黒 111 本 と の 一 致 を 表 わ
す 。 （ 但 し 、 △ は
ミ セ ケ チ 、 ▲ は 異 本 に よ る 一 致 を 表 わ す ）
② ／ は 該 当 歌 の な い こ と を 示 す 。③ 招 本 の 略 号 は 稲 賀 敬 二 氏 「 源 氏 物 紺 梗 概 sg に あ ら わ れ た
中 世 の 流 布 本 文 研 究 ー 源 氏 物 語 和 救 異 文 一 覧 ー 」 （ 『 広 島大 学 文 学 部 紀 要 』 24 巷 3 号 ） に 依 る 。
このように、黒川本の独自異文かと思われた異文の多く








声74一いは ぬ を は
いはぬをも 戸 さ しに
若 紫












゜ ゜ ゜ 。 ゜ ゜ ゜
△ 
（以下略） / ／ / ／ / / 
000 0 / / ／ 
0 0 0
0 / ／ 0 / 
〇▲00 0 / ／ /0 0
0 / ／ / ／ 
00
0 / / /
／
00
/ ／ ／ /
0 0 0 / ／ / /
仁）
ることを示唆するものであろうと思われる。こう考えてみると、思川本の依拠本文は別本系のも であり、おそらくそれは、河内本 系と、別本系の賜明家本・御物 本 ・ 国 冬 本の要素を多く含んだ本文であろうと思われ 。
また、表2に お い て 、 「 源 氏 大 鋭 」の諸本の中でも、第
一類 本の平戸松浦史料博 物 館 蔵 「 源 氏 大 鐙
J
( 略 号 ー 大 ）





致 が 多 く 、 逆 に 背 表 紙 本 系の第一ーー類本の稲四敬二氏
蔵 「 無 外 題 源 氏 抄 」 （ 無 ）とは、わずか二箇所しか一 致ていない
いう事実は 、 諸 本の性格上当然のことであろう








散 文 部 分の依拠本文
和歌以外の散文部分については 、 原 典 を 中 心 実 に 引 用 す ろ
というよりは、 むしろ、細切れにし、圧縮した形 引用と
、









と を 示 し て い
る部
分がある。
ま ず 、 別 本 系 の 要 素
の強さを示唆するものとしては、桐
壺 の 巻 の 部 分 が 挙 げ ら れ る 。 黒 川 本 で は 、
風 野 分 た ら て は た さ む き 夕 暮 の ほ と 常
よりもおほし出
る 事 お ほ く て （ 以 下 略 ）








諸 本 は す べ て 、 「 野 分 た ち て
． ． ． 
」 で
あ り
、 fl 風 ” と い う 語
は な
い。しかし
、 「 源 氏 大 鍍 」 で は 、 四 種 の 諸 本 の い ず れ
も が 「 風 野 分 た ち て
． ． ． 
」となっている。さ
ら に 、 r 源 氏 小
鋭 」 に お い て も 、
風 、 野 分 だ ち て
、物あはれな
る夕暮に（
高井家本 三 四 二 下 2
ー
3 )
と な っ て い る の で 、 『 源 氏 大 鏡 」 や 「 源 氏 小 鏡 」 が 成 立 した 当 時 に は 、 「 風
野分たちて
． ． ． 
」という別本系の本文が存









太 液 と 云 所 の 芙 蓉 に 似 た り 芙
蓉 は 蓮 の 事 也 長 恨 奇 に は
かやうに作たれとも筆かきり
あ り け れ は に ほ ひ す く な し 此 桐 壺 の 更 衣 の か た ら は 女
（ さ イ ）
（ た を や か に




撫 子 の 露 に ぬ れ つ ろ よ り も ら う た く な っ か
し
や さ し ）
かりしけはひかたらは
( 1 0 ウ 2 1 10 )
と
なっている。この楊貨妃と桐壺の更衣とを個々
に 花 に た
と え る 場 面 は 、 「 源 氏 物 語 」 に お い て も 大
きな異
同 の あ る
部 分 で 、 原 典 の 三 系 統 の 本 文 は そ れ ぞ れ 次 の よ う に な っ てい る
。
0
青 表 紙 本 系 統 （ 「 大 成 」 本 文 ）
ゑにかける楊貿妃のかたらは






か ら め い た る よ そ ひ
はうるわしうこそありけめなつかし
う ら う た け な
り し
を お ほ し い つ る に





た ら は い み し き ゑ し と い へ
と
もふてかきりありけれはい
と に ほ ひ す く な し た い え き
の
ふ よ う














( 1 0 15 — ― - l )
⑥ 別 本 系 統 （ 陽 明 家 本 ）
-49-
( 1 0 9
ー
10 )
こ れ らの諸本の比喩を表 に すろと次のようにな る 。
（表3)
ゑ に か





このつゆ に ぬ れ た る よ
り も な つ か し か り し
かたちけはひをおもほしいつるに
身 その中の一本なので当 然のこと で あ る が 、
河内本が この
部分
で 「 未 央 柳 」 を 消 去 し た 事 情 が 、
「 紫 明 抄 」 に 書 か れ
ており、
そ れ に よ る と 、
源光行
・ 親 行 父 子 が 河内本を 作 成
していた当時、
「ひ や うの柳といふ 一 句 を 見 せ けちに」
し
た 俊 成 所 持本（俊 成 は
、
籐 原 行 成 一 筆本によ り ｀ く セ ケ チ に
し た と い う ）はあったが、
「 未 央 柳 」の部分を 完 全 に 削 除
した本はなかった。
それを、

























素 を 持 つ 本 文は、
現存 の 諸本
の中に見 出 し え な か っ た が 、
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